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祝・足立区制70 周年
ともに創る足立の未来

昭
和
7
年

足
立
区
誕
生

昭
和
7
年
1
0月
1
日
、
東
京
市
の

市
域
拡
張
に
よ
っ
て
、
元
の
I
郡
1
0

力
町
村
を
I
区
と
す
る
東
京
市
足
立

区
が
誕
生
。
当
時
、
足
立
区
の
戸
数

は
3
万
3
干
9
6
4
戸
、
人
口
1
4万
1
千
7
2
2

人
で
し
た
。

そ
の
後
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て

大
き
く
変
貌
を
遂
げ
、
今
で
は
人
口

6
4万
人
、
東
京
の
北
の
玄
関
口
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
数
年
で
開
通
と
な
る
常
磐
新

線
や
日
暮
里
・
舎
人
線
、
北
千
住
駅

西
口
前
や
竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
の

再
開
発
な
ど
、
皆
さ
ん
と
共
に
取
り

組
ん
で
き
た
多
く
の
努
力
の
結
果
が

実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
と
も
に
創
る

足
立
の
未
来
」を
合
言
葉
に

こ
の
7
0周
年
は
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
自
律
し
、
特
色
あ
る
自
治

体
を
築
い
て
い
く
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
す
年
で
す
。「
と
も
に
創
る

足

立
の
未
来
」
を
合
言
葉
に
、
区
民
・

地
域
団
体
・
企
業
・
N
P
O
な
ど
様

々
な
方
と
手
を
結
び
、
協
働
し
て
、

希
望
と
活
力
に
満
ち
た
、
安
全
・
安

心
・
安
ら
ぎ
の
あ
る
足
立
区
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
祝
お
う
7
0周
年

区
で
は
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
お
う
と
様

々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

口
基
本
テ
ー
マ

区
制
7
0周
年
記
念
事
業
は
、
次
の
4

つ
を
基
本
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
足

立
の
未
来
を
見
据
え
、「
協
働
」
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
新
た
な
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
と
も
に
祝
お
う
7
0周
年

▽
と
も
に
育
も
う
子
ど
も
た
ち

▽
と
も
に
取
り
組
も
う
健
康
づ
く
り

▽
と
も
に
守
り
創
ろ
う
豊
か
な
環
境

秋
の
事
業

秋
の
テ
ー
マ
は
「
ま
っ
り
」で
す
。

▽
足
立
区
功
労
者
表
彰
式

▽
7
0周
年
記
念
特
別
表
彰
式

▽
名
誉
区
民
顕
彰
式
…
1
0月
1
日

吻
、
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

▽
平
和
と
安
全
の
都
市
宣
言
(
記
念

石
碑
除
幕
な
ど
)・
:
1
0月
1
日
脚
、

区
役
所

▽
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
・
:
1
0月
1
2日

剛
・
1
3日
回
、
荒
川
河
川
敷
虹
の

広
場
な
ど

▽
花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
:
1
0
月
1
日
～
　

1
3日
、
荒
川
河
川
敷
虹
の
広
場
な

ど
※
各
行
事
の
く
わ
し
い
内
容
は
そ
の

都
度
「
あ
だ
ち
広
報
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は

政
策
課(

3
8
8
0
)
5
8
1
1

▲ 毎年、多くの人でにぎわうあだち
区民まつり

区
制
7
0周年
・

あ
だ
ち
再
生
館
5
周
年
記
念

椎
名
　
誠

講
演
会

日
時
儿
……一月
2
日
南
、
午
後
6
時
～
8

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

内
容
=

▽
第
1
部
…
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
/

▽
第
2
部
…
講
演
会

「
旅
で
見
た
こ

と
、考
え
た
こ
と
」
講
師
=
椎
名
誠

氏
(
作
家
)

定
員
=
4
0
0人(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
電
話
番
号
、「
講
演
会
希
望
」
と

明
記

※
1
人
1
枚

期
限
=
9
月

1
0日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
あ
だ

ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
甼
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
1
1

豐
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

70周年記念事業
足立区

子ども議会
開 催!

了
月
3
0日
㈲
、
足
立
区
子
ど
も

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
区

立
小
中
学
校
の
代
表
児
童
生
徒

が
、
午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
参

加
。
本
物
の
議
場
の
発
言
台
に
立

っ
て
、日
々
思
う
こ
と
や
区
の
将

来
の
こ
と
ま
で
鋭
く
質
問
。そ
の

姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
見
え
ま

し
た
。

※
子
ど
も
議
会
の
様
子
は
。

4
・
5
面
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す

▲ 堂々と質問する東栗
原小の勝二春陽さん

▲ 答 弁 内 容 を し っ か り

メ モ

▲「本当は緊張しちやて
て足が震えてたんで
すよ」

葦

立
ち

「
ひ
ま
わ
り
」

先
日
、
夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
で

首
を
高
く
伸
ば
し
、
少
し
で
も
太
陽

の
光
を
浴
び
よ
う
と
し
て
い
る
ひ
ま

わ
り
を
見
か
け
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
夏
の
花
と
い
え
ば
、

朝
顔
と
ひ
ま
わ
り
で
す
。
朝
顔
は
私

た
ち
に
涼
し
さ
を
伝
え

、
ひ
ま
わ
り

は
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
力
強
さ
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
私
も
ひ
ま

わ
り
の
力
強
さ
に
負
け
な
い
よ
う
に

と
、
実
は
春
ご
ろ
か
ら
毎
朝
3
0分
ほ

ど
の
散
歩
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

初
め
の
う
ち
は
き
つ
か
っ
た
散
歩

も
今
で
は
日
課
と
な
り
、
途
中
行
き

交
う
大
と
の
出
会
い
も
楽
し
く
、
会

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
季
節
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
、
草

木
や
河
川
の
景
色
を
五
感
で
感
じ
ら

れ
格
別
で
す
。

自
然
に
四
季
が
あ
る
よ
う
に
、
大

に
も
そ
れ
ぞ
れ
人
生
の
変
わ
り
目
が

あ
り
ま
す
。
特
に
小
・
中
学
校
時
代

に
ど
う
物
事
を
考
え
る
か
は
、
そ
の

人
の
人
生
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
子
ど
も
議
会
が
行
わ
れ
、

小
・
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
子
ど
も

議
員
か
ら
多
く
の
質
問
や
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
、
区
政
の
様
々

な
課
題
を
真
剣
に
自
分
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
姿
を
見
て
、
私
は
大
変

頼
も
し
く
感
じ
る
と
同
時
に
、
こ
れ

か
ら
の
足
立
区
政
の
未
来
は
明
る
い

も
の
に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
新
学
期
。

足
立
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

よ
、
暑
さ
に
負
け
ず
、
ひ
ま
わ
り
の

よ
う
に
、
強
く
た
く
ま
し
く
、
そ
し

て
、
の
び
の
び
と
・
…

足
立区長
鈴
木
恒
年

世帯 と人口 ( 14年8 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 287, 403　人口: 642, 080人( 男: 324, 381人, 女: 317, 699人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは

8 月27 日

から受け付け

第
1
3回
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

日
時
=
9
月
8
囗
黼
、
午
前
1
0時
～

午
後
2
時
3
0分
(
雨
天
決
行
)

内
容
=

バ
ザ
ー
/
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
/
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

※
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん

場
・
問
先
=
幼
児
指
導
係
(
青
#
3
-
1
6
-
6

青
井
通
所
施
設
内
)
　

啻
(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

高
齢
者
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
程
等
=

▽
9
月
3
日
脚
・
1
7日
脚

…
千
住
北
部
地
域
集
会
所

▽
9
月
1
3

日
窗
・
2
7日
吻
・
:竹
の
塚
障
害
福

祉
館
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
受

け
付
け

対
象
=
区
内
在
住
の
7
4歳

以
上
の
方

問
先
=
障
害
福
祉
計
画

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

介
護
者
の
悩
み
電
話

相
談
始
め
ま
す

毎
日
の
介
護
で
疲
れ
て
い
る
方
や

介
護
で
お
悩
み
の
方
の
気
持
ち
を
、

介
護
経
験
者
や
そ
の
家
族
な
ど
で
構

成
す
る
「
あ
だ
ち
1
万
人
の
介
護
者

家
族
会
」
に
お
気
軽
に
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
厳
守
。

日
時
=
9
月
か
ら
の
毎
週
水
曜
日
、

午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

日
(
3
8
8
6
)
6
0
7
8

問
先
=
高
齢
計
画

保
育
マ
マ
募
集

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

・
:区
内
在
住
で
2
5歳
以
上
6
0歳
未
満

の
女
性
/
子
ど
も
を
育
て
た
経
験
の

あ
る
方
/
ほ
か
に
職
業
を
持
た
ず
、

同
居
親
族
で
就
学
前
の
子
ど
も
が
い

な
い
こ
と
/
保
育
に
適
し
た
り
m
(
約
6

畳
)
以
上
の
専
用
の
部
屋
が
あ
る

こ
と

※
区
の
定
め
る
1
2
1時間
の
研

修
を
履
修
し
、
認
定
委
員
会
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請

書
類
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

期
限
=
9
月
1
3日
必
着

申
・

問
先
=
保
育
計
画
係

`
J
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

呼
吸
器
教
室

日
時
=
9
月
1
9日
困
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
区
役
所
1
2階
会
議
室

対
象
=
慢
性
呼
吸
器
機
能
障
害
で
お

悩
み
の
方
と
家
族

内
容
=
呼
吸
器

体
操
/
情
報
交
換
会
/
酸
素
機
器
展

示

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
西
部
障
害
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
事
業
係

啻
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

区
・
訪
問
介
護
員

養
成
研
修

2
級
1
3
0時間
コ
ー
ス

日
程
等
=
▽
講
義
…
1
0月
7
日
～
3
0

日
の
う
ち
1
7日
間
/
▽
実
習
…
1
0月
3
1

日
～
1
2月
2
5日
の
う
ち
5
日
間
、

い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
9
時
～
午

後
5
時

対
象
=
訪
問
介
護
員
と
し

て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ
び
既
に

働
い
て
い
る
方
で
、
全
日
程
出
席
で

き
る
区
内
在
住
の
方

定
員
=
4
0人
(

選
考
)
費
用
=
1
万
7
千
8
0
0
円

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
(
高
齢
計

画
課
お
よ
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原
で
配
布
)
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出

期
限
=
9
月
6
日

必
着

※
結
果
は
全
員
に
通
知

場
・
申
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原

〒
1
2
3
・
0
8
5
2
関
原
2
-
1
0

工
……啻

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

在宅介護支援センター9 月の家族介護者教室のご案内

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

03880 ―5111( 代)
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児
童
扶
養
手
当
　
現
況

届
は
お
済
み
で
す
か

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
の
現
況
届
の
提
出
期
限
は
9
月
2

日
で
す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と

受
給
資
格
が
認
定
で
き
ず
、
今
後
、

手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。届

け
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
期
日

ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
問
先
=
家
庭
支
援
係

一一
J
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
で
悩
ん
で
い

る
方
へ

□
専
門
機
関
の
相
談
員
に
よ
る
子
育

て
相
談

日
時
=
毎
月
第
2
月
曜
日
、午
後
2
～

4
時
/
毎
月
第
4
木
曜
日
、午
前

一
1
1
1
1
一
時
～
正
午
内
容
=
言
葉
や
歩
行

な
ど
子
ど
も
の
発
達
で
気
に
な
る
こ

と

申
込
=

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

で
予
約

□
井
戸
端
会
議
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
=
毎
月
第
1

火
曜
日
、
午
前
一
1
1
1
1

一

時
3
0
分
/

毎
月
第
3

火
曜
日

、
午
後
2

時
3
0
分

内
容
=

子
育
て
に
つ
い

て
の
日
常
的
な
疑
問
・
悩
み
な
ど

・い
ず

れ
も
・

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
1

日
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

障
害
別
福
祉
相
談

日
時
等
=
表
1

場
所
=
竹
の
塚
障

害
福
祉
館

問
先
=
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

表19 月の相談実施日

9
月
は
「
障
害
者
雇

用
促
進
月
間
」
で
す

□
障
害
者
就
職
面
接
会

日
時
=
9
月
2
0
日
吻
、
午
後
1
時
～

4
時

場
所
=
す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ホ
ー
ル
(
墨
田
区
吾
妻
橋
1
-
2
3
-
2
0
)

参
加
予
定
企
業
=
区
内
お

よ
び
近
隣
の
企
業
4
0社

□
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
9
月
2
6日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
3
0分

場
所
=
ム
ー
ブ
町

屋
(
荒
川
区
荒
川
7
-
5
0
-
9
)

□
出
張
職
業
相
談

日
程
等
=
▽
9
月
2
5
日
南
・
:
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
▽
9
月
2
7

日
吻
…
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
、
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
後
1
時

3
0
分
～
4
時
対
象
=
安
定
所
に
来

所
す
る
の
が
困
難
な
方

-

い
ず
れ
も
I

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

ま
た
は
足
立
公
共
職
業
安
定
所

一一
J
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
9
月
1
4日
出
、
午
前
1
0時
～

午
後
O
時
3
0分

場
所
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

対
象
=
小
学
4
年
生
～
中

学
生

内
容
=
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
簡

単
な
料
理
実
習

定
員
=
1
2人
(
先

着
順
)

費
用
=
3
0
0円(
材
料
費
)

持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
/
三
角
き
ん
/

ふ
き
ん
/
筆
記
用
具

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

歯
周
病
健
診

1
年
度
に
1
回
受
診
で
き
ま
す
。

■
2
0歳
～
3
9歳
の
区
民

日
時
=
9
月
1
8日
南
、
午
後
1
時
1
5

分
～
2
時
3
0分
受
け
付
け

内
容
=

歯
周
病
な
ど
の
口
腔
診
査
と
相
談
/

歯
み
が
き
・
フ
ロ
ス
な
ど
の
補
助
用

具
の
使
い
方

定
員
=
3
5人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
直
接
窓

囗

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

`
一
一
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4

4
0
歳
～
6
0
歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
4
0
0人

(先
着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵

便
番
号
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0。
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

健康カレンダー　9月の予定
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消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。胃
の
検
診
で
は
、ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
x
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
少
量
の
採
血
で
す
む
の
で
、気
軽

に
受
診
で
き
ま
す
。日
程
等
=
表

2
対
象
=
3
5
歳
以
上
の
区
民
※

胃
を
切
除
し
た
方
、胃
の
病
気
で
治

療
中
の
方
、ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で
要

精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。じ

ん
不
全
の
方
は
x
線
撮
影
法
の
み
可

内
容
=
(
1
)
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

(
2
)
x
線
撮
影
法
胃
が
ん
検
診
(
中
央

本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
で
受

診
可
)
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検

診
定
員
=
5
5
～
6
0
人
申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号

、
住
所

、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日

、年
齢

、性

別

、
電
話
番
号

、
表
2
よ
り
胃
が
ん

検
診
名
(
(
1
)血
液
検
査
(
2
)
x線
撮
影

の
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、
検
診

囗

、
受
診
場
所
を
第
3

希
望
ま
で
明

記

期
限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5

囗
必
着

※
受
診
票
の
送
付
は
前
月

末
日
(
1
0
月
を
希
望
す
る
場
合

、
9

月
1
5
囗
必
着

、
受
診
票
の
送
付
は
9

月
末
旦

。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は

、希
望
日
の
翌
々
月
に
な
っ
た
り

、

受
診
場
所
が
ほ
か
の
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0・
0

0
1
1中
央
本
町
1
1
5
-
3

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表2 消化器がん検診日程
( 1) 血 液 検 査 十検 便( 9 月空きあり, お問い合わせください)

( 2)× 線撮影十検便

※ 印の日程は午後、それ以外は午前に実施

女
性
の
た
め
の
健
康

づ
く
り
(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
3
対
象
=
健
康
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
の
少
な
い
1
8
～
3
9

歳
の
区
内
在
住
女
性

内
容
=

健
康

チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定

、
血
液
検
査
、

歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度

測
定
な
ど
)

や
健
康
教
室
お
よ
び
保

健
、
栄
養

、
歯
科
に
つ
い
て
の
相
談

定
員
=

各
セ
ン
タ
ー
4
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日

、年
齢

、電

話
番
号
、「
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く

り
」
と
し
て
受
講
希
望
日

、
場
所
を

第
2
希
望
ま
で
明
記

期
限
=
9

月
6

日
必
着

申
・
問
先
=

成
人
保
健

係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
1
1表3 女性のための健康づくり日程

※ 受付時間は、午前9時～10時30分( 場所により異なり
ます)。< わしくは返信ハガキで通知

食
と
健
康
教
室

し
つ
か
り
食
べ
て

骨
元
気
!
(
2
日
制
)

日
時
=
9
月
一‥一
日
南
・
1
8日
南
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

毎
日
の
食
事
で
カ
ル
シ
ウ
ム
が
足
り

て
い
る
か
心
配
な
方
/
骨
か
ら
健
康

づ
く
り
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

方

内
容
=
カ
ル
シ
ウ
ム
が
し
っ
か

り
と
れ
る
食
事
と
は
/
手
軽
に
で
き

る
運
動

定
員
=
2
5人
(
先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
に
受

診
(
誕
生
月
か
ら
半
年
以
内
)
さ
れ

た
方
は
、
今
年
の
誕
生
月
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
な
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。
※
過
去
1
年

以
内
に
、
区
や
勤
務
先
な
ど
で
同
種

の
検
診
を
受
け
た
方
は
除
く

対
象
=
3
0

歳
以
上
の
女
性
区
民

内
容
=

乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

申

込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
検
診

名
を
明
記
。
お
よ
そ
2
週
間
後
に
受

診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=

成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
1
-
1
7
-
1

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

健
康
に
つ
い
て
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま

す
。
日
程
等
=
表
4

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

表49 月の住区健康フェスティバル日程

※ 受付時間は、午前10時～11時30分( 佐野住区センターは9時30分～)

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

対
象
=
申
込
日
現
在
で
4
0歳
以
上
の

区
民
(
職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
が
あ
る
人
を
除
く
、
1
年

に
1
回
の
み
)

内
容
=
診
察
、
血

液
、
尿
、
心
電
図
な
ど
に
よ
る
生
活

習
慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機

能
等
の
検
査

場
所
=
区
内
の
指
定

医
療
機
関

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
古

、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
希
望
」

を
明
記
。
お
よ
そ
2
週
間
後
に
受
診

票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成

人
保
健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

ネ
コ
の
飼
い
方
教
室

日
時
=
9
月
3
0日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
足
立
保
健
所
講
堂

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内

容
=
都
会
で
飼
い
ネ
コ
と
一
緒
に
楽

し
く
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
方
法

講
師
=
都
・
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ

ー
職
員

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
生
活
衛

生
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
1

糖
尿
病
予
防
教
室

(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
5

対
象
=
経
過
観
察

中
の
方
、
肥
満
度
の
高
い
方
や
心
配

な
方
で
現
在
治
療
中
で
な
い
方
、
ま

た
は
そ
の
家
族

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表5 糖尿病予防教室日程

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分

9 日の休日持骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています 《衛生管理課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

9 月 の 献 血

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
1
1
・
1
2月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
振
興
公

社
の
各
施
設
(
わ
た
し
の
便
利
帳
4
4

ぺ
L
ン
参
照
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る

申
込
(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
枚
の
み
)
期
間
=
9

月
1
囗
～
1
0
日
必
着
(
抽
選
結
果
を

9
月
末
日
ま
で
に
郵
送
)

当
選
者

受
付
=
1
0
月
1
0日
ま
で
に
各
公
社
施

設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

(こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

□
空
き
室
の
利
用

穴
‥
・
1
2月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み

は
、
偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回

は
1
0月
‥
1
1
日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設

で
直
接
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
8
・
9
・
1
0月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
※
仮
予
約
後
3
日
以
内

ま
た
は
利
用
初
日
の
3
日
前
の
ど
ち

ら
か
近
い
日
ま
で
に
、
お
近
く
の
公

社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ

ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
。

公
社
窓
口
で
の
申
し
込
み
は
利
用

日
の
3
日
前
ま
で
で
す
が
、
湯
河
原

あ
だ
ち
荘
、
那
須
・
森
の
家
、
伊
豆

高
原
あ
だ
ち
荘
の
み
、
利
用
初
日
の
2

日
前
と
前
日
の
空
室
は
、
各
保
養

所
で
直
接
、
電
話
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。
延
泊
希
望
も
対
応
し
ま
す
。

料
金
は
現
地
払
い
。
た
だ
し
、
利
用

初
日
の
2
日
前
と
前
日
が
休
館
日
の

場
合
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

□
保
養
所
(
湯
河
原
、
那
須
、
伊
豆

高
原
)
の
団
体
利
用
募
集

毎
週
日
曜
日
(
翌
日
の
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
月
曜
日
)
1
泊
の
み

利
用
で
き
ま
す
。
期
間
=
▽
2
0
人

以
上
の
団
体
・
:
9
月
6
日
～
1
0
日

(
1
5
年
1
・
2
月
利
用
分
)
▽
団
体

貸
切
・
:
1
5
年
3
月
に
、
1
5
年
7
月
か

ら
の
1
年
間
利
用
分
(
た
だ
し
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
休
み
な
ど
利

用
で
き
な
い
期
間
あ
り
)
を
受
け
付

け
。
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時

※
受
付
開
始
時
刻
に

複
数
団
体
が
い
た
場
合
は
申
し
込
み

の
順
番
を
抽
選
。
各
公
社
施
設
で
も

団
体
利
用
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布

場
・
申
・
問
先
=
地
域
支
援
課
振
興
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

● 各施設利用案内11 ・12 月利用分

※ 利用申し込みは、2 人以上。17 ル ーフ、ハガキ1 通でお願いします
※ 日光・塩原林間学園、鋸南自然の家、鹿沼野外レクリエーションセンタ
ーの利用できる日も、学校が利用し空室が一部しかない場合があります
※ 「那須・森の家」へは直通バスも運行しています。< わしくは公社窓口
にお問い合わせください
※ 「湯河原あだち荘」と「那須・森の家」の12月31日の宿泊申し込みは、
次回の1 月分利用申し込みになります。また、12月30日からの連泊予約は
できません
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足立区
子ども議会
開催

ハキハキ堂々と質問!
小・中学生の皆さんにも、議会の様子を体

験してもらい、区政を身近なものにと行われ
た「足立区子ども議会」。これは10年に1 度
のイベントで、初めて行われたのが区制50周
年のとき。今回は、区制70周年を記念し、第3
回「足立区子ども議会」が開催されました。

「子ども議会」の主人公は、もちろん小・
中学生の皆さん。区内の各小・中学校から1
人ずつ、代表が集まりました。区議会の議場
の発言台に立って、毎日の学校生活で思うこ
とや、区の将来のことまで、堂々と質問をす
る姿はとても立派でした。

子ども議員名簿( 敬称略)

足 立区の

一番高い建物は何ですか?

足
立
区
で
も
高
層
ビ
ル
が
た

く
さ
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
高

層
ビ
ル
は
ま
わ
り
の
建
物
や
家

に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
与
え
る

の
で
、
建
築
す
る
に
は
決
ま
り

が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
足
立

区
で
今
1
番
高
い
ビ
ル
は
何
m

あ
る
の
で
す
か
?

扇中学校
吉本由杏議員

足
立
区
で
1
番
高
い
ビ
ル
は
、
京

成
関
屋
駅
近
く
の
千
住
曙
町
に
建
っ

て
い
る
3
0階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、

高
さ
が
約
9
4
mあ
り
ま
す
。

(建
築
担
当
部
長
)

災害に対する備えについて
教えてください。

台
風
や
、
大
地
震
の
た
め

に
、
学
校
内
に
備
蓄
の
水
や

食
料
、
地
下
ト
イ
レ
が
備
わ

つ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
人

た
ち
に
充
分
い
き
ね
だ
り
ま

す
か
。

花畑小学校
佐藤竜磨議員

一

足
立
区
で
は
、
地
震
や
台
風
な
ど

に
よ
り
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

場
合
、
区
民
の
皆
さ
ん
を
助
け
る
た

め
に
災
害
対
策
本
部
が
組
織
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
警
察
・
消
防
な
ど
、
多

く
の
防
災
関
係
者
と
協
力
し
、
足
立

区
の
安
全
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

防
災
用
備
蓄
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
、
巫
只
直
下
型
大
地
震
を
想
定

し
た
必
要
数
の
約
7
0
%程
度
の
備
蓄

が
、
学
校
や
区
内
の
備
蓄
倉
庫
に
貯

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ほ

か
に
も
お
米
屋
さ
ん
や
お
そ
ば
屋
さ

ん
な
ど
に
応
援
し
て
も
ら
う
約
束
を

し
て
い
ま
す
。
(

区
長
)

まちづくりについて
質問です。

丶
最
近
は
、
新
し
い
建
物
が

多
い
で
す
が
、
歴
史
的
に
保

存
価
値
の
高
い
昔
の
家
や
お

店
な
ど
古
い
建
物
は
、
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
計
画

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

千寿第三小 学校

田中叭佳議員

一

区
内
に
は
ヽ
か
つ
て
宿
場
町
と
し

て
栄
え
た
千
住
宿
を
は
じ
め
、
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
場
所
や
建
物
が
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の

は
、
ま
ち
の
人
々
の
記
憶
に
と
ど
め

る
も
の
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
の
人
々
の
愛
着
を
集
め
る
、

歴
史
的
に
保
存
価
値
の
高
い
建
物
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
文
化
財
に
指

定
す
る
な
ど
保
存
に
努
め
る
ほ
か
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
に
い
か
す
よ
う
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

(
都
市
整
備
担
当
部
長
)

足立区は、どのような区に
なっていくのですか。

私
は
、
足
立
区
が
大
好
き
で

す
。
足
立
区
の
未
来
に
興
味
が

あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
区
に

な
っ
て
い
き
ま
す
か
。 Cp熈根小学蟆

林祥r 議員

一
'
区
民
の
皆
さ
ん
や
会

社
、
町
会
や
自
治
会
な
ど

の
様
々
な
団
体
と
区
が
協

力
し
合
い
な
が
ら
、
足
立

区
の
未
来
を
創
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

区
で
は
こ
れ
か
ら
区
民
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て

足
立
区
の
望
ま
し
い
将
来

の
姿
を
描
く
、
新
し
い
計

画
を
つ
く
り
ま
す
。(区

長
)

議長も立派に務めました

午前 の 部

第三中学校
山岸正人議長

午後の部
第九中学校

福田沙織議長

▲ 真剣なまなざしで、メモをとる子ども議員

答 礼 の

あ いさつ
小
・
中
学
生
や
区
民
と
、
役
所
の
方

が
話
し
合
う
よ
う
な
機
会
を
も
っ
と
増

や
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
僕
た
ち
は
、
こ
の
足
立

区
で
育
っ
て
い
き
、
2
1世
紀
を
生
き
る

人
間
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

六月中学校
米山悠人議員

子ども 議会 についてのお問い合わせは
学 校 職 員 担 当 課 　3880- 5972

実
施状
況
を

お知

ら
せ

し
ます

情

報

公

開

制

度

、個
人

情報
保

護

制

度

区
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
、
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
よ
っ
て
開

示
す
る
の
が
「
情
報
公
開
制
度
」
で
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
の
が
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
で
す
。

1
3年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

昭
和
6
1年
5
月
に
公
文
書
公
開
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、1
3年
1
月
か
ら

は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
の
諸
活

動
を
説
明
す
る
責
任
を
明
記
し
た
情

報
公
開
条
例
に
よ
り
、
情
報
公
表
・

情
報
提
供
を
今
ま
で
以
上
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
情
報
公
開

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
3年
度
の
実
施
状
況
は
表
1
、2

の
と
お
り
で
す
。

公
社
な
ど
の

情
報
公
開

区
が
財
政
支
出
な
ど
を
す
る
団
体

(公
社
な
ど
)
に
つ
い
て
も
、
情
報

公
開
条
例
の
趣
旨
の
も
と
、
公
社
な

ど
で
独
自
に
情
報
公
開
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す
。

実
施
団
体
=
社
会
福

祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
土
地
開
発
公
社
、
市
街
地
開
発

㈱
、ま
ち
づ
く
り
公
社
、体
育
協
会
、

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
水

と
緑
の
公
社
、
㈱
都
市
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
生
涯
学
習
振
興
公
社

個
人
情
報

保
護
制
度

区
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
仕

事
を
し
て
お
り
、
多
く
の
個
人
情
報

を
保
有
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
保
護
し
、
ま

た
、
自
分
皀
身
に
関
す
る
情
報
の
開

示
な
ど
を
求
め
る
権
利
の
保
障
を
定

め
た
の
が
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」

で
す
。

区
で
は
個
人
情
報
を
取
り
扱
ケ
業

務
を
登
録
し
て
い
ま
す
。
本
来
の
目

的
以
外
の
個
人
情
報
利
用
や
、
業
務

に
関
す
る
委
託
は
、
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
要
件
を
満
た
し
た
場
合
に
の

み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
皆

さ
ん
に
は
自
己
情
報
の
開
示
請
求
を

す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
3

年
度
の
実
施
状
況
は
表
3
、4
の

と
お
り
で
す
。
問
先
=
情
報
公
開

日
(
3
8
8
0
)
5
2
2
5

表1 情報公開制度 一実施機関別請求件数および処理状況

表2 情報公開制度・請求者の内訳

表3 個人情報保護制度 一実施機関別請求件数および処理状況表4 個人情報保護制度請求者の内訳

生
涯
学
習
推
進
期
間
協
賛
事
業

あ
し
だ
ち
大
学
参
加
者
募
集

日
程
等
=
左
表

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
で
6
0歳
以
上
の
方
(
9
月
1

日
現
在
)

定
員
=
4
0人
(
中
部
コ

ー
ス
の
み
5
0人
)
抽
選

費
用
=
無

料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
。

「
○
○
コ
ー
ス
希
望
」
と
明
記
(
1

人
I
コ
ー
ス
)

期
限
=
9
月
2
日

消
印
有
効

申
・
問
先
=
左
表
の
各

会
場

〈西部コース・生きがい 教養〉「出 会いで 発見! 学んで 生き生き! 」

西 部老 人館 〒123- 0864 鹿浜2- 24- 27?3897- 5016

※ いずれも火曜日。時間は午後1時a}分～3時1分( 1回目のみ午後1時)
※ 第5 回につ いて は。 そぱ 試食代3( x) 円 の実費 が必 要で す

仲 部コース・郷土の歴史伝承〉「わが故郷・温故知新」

中部老人館 〒123- 0852 関原2- 10- 1003889 ―4661

※ いずれも火鑼日o時間は午後1時l ) 分～3胯a) 分( 1回目のみ午後1時)
※ 11/ 28i は 生涯学 習 センタ ー( 学びピ ア21) 研修 室です

〈千 住 コース・高齢 者問 題〉「高齢期をおおらかに生きる」

千住老人館 〒120- 0041 千住元町34- 17? ' 3882- 2765

※ いずれも金曜日。時間は午後1時3〕分～3時30分

公
開
講
座
『
宙
か
ら
発
す
る
人
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

日
時
=
9
月
2
0口
吻
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師
=
斉
藤
義
雄
氏
(
気
象
予
報
士
)

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

定
員

=
2
0
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
会
場
へ

問
先
=
住
区

推
進
課
事
業
調
整
係

日
(
3
8
8
0
)
5
8
5
8

8
月
3
1
日
～
9
月
2
5
日

世
論
調
査
に
ご
協
力
を

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
区
政
に

い
か
す
た
め
、
毎
年
「
足
立
区
政
に

関
す
る
世
論
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
「
健
康
な
地
域
社

会
」
「
足
立
区
基
本
構
想
」
「
区
政
参

加
」
で
す
。
結
果
は
統
計
的
に
数
字

で
処
理
し
ま
す
の
で
、
個
人
名
が
出

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
間
=
8
月
3
1

日
～
9
月
2
5日

対
象
=
住
民
基
本

台
帳
か
ら
無
作
為
に
選
ん
だ
、
2
0歳

以
上
8
0歳
未
満
の
区
民
3
千
人

調

査
方
法
=
区
が
委
託
し
た
調
査
会
社

が
調
査
票
を
郵
送
。
記
入
の
う
え
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送

問
先
=

広
聴
相
談
係

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

進
め
!

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

荒川
橋りょう

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
地
下
5
0
m

の
ト
ン
ネ
ル
を
走
り
抜
け
、
秋

葉
原
と
つ
く
ば
を
結
び
ま
す
。
な
か

で
も
北
千
住
か
ら
青
井
へ
は
、
荒
川

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
荒
川
に
、
現
在
、
荒
川
橋
り
ょ
う

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
荒
川
に
建

て
ら
れ
た
2
本
の
橋
脚
の
距
離
は
約
1
9
3
m

あ
り
、
こ
の
長
さ
は
鉄
道
橋
と

し
て
は
日
本
一
に
な
り
ま
す
。

J
R
常
磐
線
や
東
武
伊
勢
崎
線
な

ど
で
荒
川
を
通
過
す
る
と
き
、
橋
り

ょ
う
の
上
で
作
業
す
る
ク
レ
ー
ン
を

目
に
し
た
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
6
0
t
も
あ
る
ク
レ
ー
ン
で
す

が
、
風
速
6
0
m
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ

う
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、
4
台
の
ク

レ
ー
ン
と
職
人
と
の
連
携
に
よ
っ

て
、荒
川
に
橋
り
ょ
う
が
架
け
ら
れ

る
の
で
す
。鋼
製
の
部
材
を
三
角
形

に
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
鉄
道

橋
は
、渇
水
期
(
1
1
～
5
月
)
で
は

な
い
と
作
業
で
き
な
い
部
分
も
あ
り

ま
し
た
が
、
平
成
9
年
の
作
業
開
始

か
ら
、
ま
も
な
く
完
成
(
連
結
)
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
に
は
合
計
6
ヵ
所
に
橋
り

ょ
う
が
架
け
ら
れ
ま
す
が
、
橋
り
ょ

う
越
し
に
望
む
景
色
の
変
化
も
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
楽
し
み
の
ひ
と

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
文
中
の
駅
名
は
す
べ
て
仮
称
で
す

《
広
報
課
》

▲ 完成間近の荒川橋りょう
( 7月3 日撮影)

荒 川 橋 りょうウォ ー ク

あだち 区民 まっ り が行

われる10月12日倒・13則日)

には、約450 あ る荒川橋
りょうを歩いて、体感する

イベ ント も予 定されてい

ます。
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
8 月27 日

から受け付け

9
月
の
国
民
年
金
相
談

日
時
=
9
月
2
5
日
南
・
2
6
日
困
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分
場
所
=

2
5日
…
西
新
井
区
民
事
務
所
/
2
6
日

・
:興
本
区
民
事
務
所

内
容
=
国
民

年
金
の
手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
相

談
な
ど

※
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
年
金
担
当
者
も
参
加

問
先
=
国

民
年
金
課
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
2

納
税
は
9
月
2
日
ま
で
に

1
4
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第

2
期
分
の
納
期
限
は
、
9
月
2
日
で

す
。
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
ま
た
は
区
役
所
、
区
民

事
務
所
の
窓
口
で
お
早
め
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。
※
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
は
、
口
座
の
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
第
丁
第

二
係
`
J
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
　
　
　

g
(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

葛
飾
区
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

3
人
の
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
大
規
模
修
繕
の
必
要
性
・
進
め

方
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。
日
時

=
9
月
2
8
日
出
、
午
後
2
時
～
4
時

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

内
容
=
大

規
模
修
繕
/
資
金
計
画
/
体
験
談

定
員
=
2
0
0大(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
住
宅
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

建
築
物
防
災
週
間

8
月
3
0日
か
ら
9
月
5
日
は
、
全

国
一
斉
の
建
築
物
防
災
週
間
で
す
。

毎
年
、
地
震
・
火
災
・
台
風
・
大
雨

な
ど
の
災
害
に
よ
り
、
建
築
物
の
被

害
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
人
命
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。
区
で
は
建
築
物
の

防
災
対
策
の
推
進
の
た
め
に
建
築
防

災
相
談
、
防
災
査
察
な
ど
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
先
=
建
築
防
災

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

医
療
費
通
知
を

送
付
し
ま
す

区
で
は
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
5
月
に
診
療
を
受
け
た
方
に
、

そ
の
月
の
医
療
費
の
全
額

一……
割

分
)
を
9
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
※
総
医
療
費
が
3
千
円
以
下

の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が

遅
れ
た
場
合
は
除
き
ま
す

対
象
=

国
民
健
康
保
険
加
入
者

問
先
=
国

民
健
康
保
険
課
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

は
か
り
の
定
期
検
査

取
引
(
料
金
特
定
に
か
か
わ
る
計

量
)
・
証
明
(
妊
婦
・
新
生
児
・
児

童
の
体
重
測
定
な
ど
)
に
使
用
す
る

は
か
り
は
、
2
年
に
一
度
の
検
査
が

計
量
法
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
該
当
事
業
者
の
方
は
、
次
の
と

お
り
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。
※
受
検

に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

日
程
=

▽
最
大
計
量
能
力
が
2
5
0㎏以

下
の
機
械
式
は
か
り
…
表
1

▽
最

大
計
量
能
力
が
2
5
0㎏以
上
の
機
械
式

は
か
り
と
電
子
式
(

デ
ジ
タ
ル
で
重

さ
が
表
示
さ
れ
る
も
の
)
は
か
り

は
、
別
途
職
員
が
は
か
り
の
設
置
場

所
へ
巡
回
し
ま
す

。
ど
ち
ら
も
都
・

計
量
検
定
所
が
検
査
期
日
を
通
知
し

ま
す
。
い
ず
れ
か
の
は
か
り
を
使
用

し
て
い
る
が
(
ガ
キ
が
届
か
な
い
事

業
者
の
方
は
、
都
・
計
量
検
定
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
問
先
=
検
査

に
つ
い
て
・
:都
・
計
量
検
定
所

豐
(
5
4
7
0
)
6
6
3
8

場
所
に
つ
い
て
・
:区
・
消
費
者
セ
ン

タ
ー

豐
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表1 最大能力250kg以下のはかり検査日程

※ いずれも時間は、午前9時30分～午後3時30分

窓
口
封
筒
広
告
募
集

区
民
事
務
所
で
住
民
票
の
写
し
な

ど
を
お
渡
し
す
る
と
き
の
サ
ー
ビ
ス

封
筒
の
広
告
を
募
集
し
ま
す
(
5
3万

枚
作
成
・
1
年
間
使
用
)
。
広
告
掲

載
期
間
=
1
5年
2
月
～
1
6年
1
月

広
告
の
サ
イ
ズ
=
1
枠
、
縦
4
四
×

横
8
四
(
表
面
に
4
枠
、
裏
面
に
4

枠
)
広
告
基
準
=
区
内
商
工
業
の

発
展
に
寄
与
す
る
も
の
/
政
治
・
宗

教
活
動
、
意
見
広
告
、
個
人
宣
伝
に

か
か
わ
ら
な
い
も
の
/
公
の
秩
序
、

善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い
も
の

費

用
=
1
枠
に
つ
き
、
表
面
2
0万
円
、

裏
面
1
0万
円

申
込
=
直
接
窓
口
へ

期
限
=
9
月
3
0日

申
・
問
先
=
住

民
記
録
係

東
京
都
・
特
別
区
駐
車

場
整
備
基
金
お
よ
び
自

転
車
駐
車
場
(
駐
輪
場
)

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

2
3区
内
に
貸
駐
車
場
ま
た
は
駐
輪

場
を
建
設
す
る
方
が
、
建
設
に
必
要

な
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
借
り
ら
れ

る
よ
う
に
、
東
京
都
・
特
別
区
が

「
融
資
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

□
貸
駐
車
場
建
設

融
資
あ
っ
せ
ん
対
象
=
2
3区
内
に
建

設
を
す
る
着
工
前
の
駐
車
場
/
利
用

者
を
特
定
す
る
専
用
駐
車
場
で
は
な

い
こ
と
/
駐
車
面
積
が
3
0
0
m以
上
ま

た
は
収
容
台
数
が
2
0台
以
上
(
附
置

義
務
部
分
を
除
く
)
で
あ
る
こ
と
。

(た
だ
し
、
東
京
都
駐
車
場
条
例
に

規
定
す
る
荷
さ
ば
き
駐
車
場
は
、
駐

車
面
積
が
1
0
0以
上
ま
た
は
収
容
台

数
が
4
台
以
上
)

融
資
金
額
=
1

台
当
り
5
0
0万
円
以
内
(
地
下
式
・
荷

さ
ば
き
駐
車
場
は
、
1
台
当
り
千
5
0
0

万
円
以
内
)

融
資
利
率
な
ど
=
変

動
金
利
、
償
還
期
間
は
1
5年
以
内

利
子
補
給
対
象
=
利
子
補
給
対
象
地

域
の
駐
車
場
(
平
面
式
に
は
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
)

利
子
補
給
=

年
利
囗
%
で
5
年
間

□
駐
輪
場
建
設

融
資
あ
っ
せ
ん
対
象
=
2
3区
内
に
建

設
を
す
る
着
工
前
の
駐
輪
場
/
収
容

台
数
が
5
0台
以
上
で
あ
る
こ
と
。

融
資
金
額
=
1
台
当
り
3
5万
円
以
内

(地
下
式
駐
輪
場
は
、
1
台
当
り
7
0

万
円
以
内
)

融
資
利
率
な
ど
=
変

動
金
利
、
償
還
期
間
は
1
5年
以
内

-

い
ず
れ
も
I

対
象
と
な
る
費
用
=
建
設
費
用
(
用

地
取
得
費
・
解
体
費
・
設
計
費
・
消

費
税
を
除
く
)

対
象
者
=
2
3
区
内

に
建
設
敷
地
の
権
利
を
有
し
て
い
る

方
/
金
融
機
関
の
求
め
る
担
保
を
提

供
で
き
る
方

問
先
=
交
通
安
全
対

策
課
調
整

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
2
9
1

女
性
問
題
を
学
習
し
て

い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
支
援
し
ま
す

対
象
=
区
内
に
活
動
の
主
体
を
置
き

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
7
人
以
上

(女
性
が
7
割
以
上
)
の
団
体

内

容
=
女
性
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し

た
公
開
の
学
習
会
・
講
演
会
の
た
め

の
講
師
派
遣
費
用
の
助
成

応
募
団

体
=
7

団
体

申
込
=
所
定
の
申
込

書
を
提
出

期
限
=
1
0
月
2
5囗

※
く
わ
し
く
は
、
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

豐
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

1
4年
度
特
別
区
職
員

採
用
選
考
(Ⅲ
類
・
事
務
)

第
I
次
選
考
日
=
1
0
月
2
0日
回

採

用
予
定
日
=
1
5
年
4
月
1
日
以
降

採
用
予
定
人
員
ユ
1
1人

受
験
資
格
=

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
し
、

日
本
国
籍
を
有
す
る
人
・
:
(
1
)
身
体
障

害
者
福
祉
法
第
1
5条
に
定
め
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
(
2
)選
考
申
込
時
及
び
採
用
時
に

お
い
て
引
き
続
き
特
別
区
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
人
(
3
)
昭
和
5
0年
4

月
2
囗
か
ら
昭
和
6
0年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
(
4
)
ぽ
力
に
よ

り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
、
介
護
者
な

し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
(
5
)

通
常
の
勤
務
時
間
に
対
応
で
き
る
人
(
6
)

活
字
印
刷
文
に
対
応
で
き
る
人

申

込

期

限

等
=

▽
郵

送

…
9

月
2
0

日
　
(

当

日

消

印

有

効
)

▽
持

参
=
2
3

区

の
各

区

役

所

人

事

担

当

課
・
:
9

月
2
4

日

・
2
5

日
/

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課
・
:
9

月
2
6

日

・
2
7
日

申

込

書

類

配

布

場

所
=
2
3

区

の

各

区

役

所

ま

た

は

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課

申

・
問

先
=

特

別

区

人

事

委

員

会

事

務

局

任

用

課

採

用

係

〒
1
0
2
・
0
0
7
3

千

代

田

区

九

段

北
I
-
I
-
4

啻
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス
(
2
4

時

間
)

`
J
(
3
2
6
1
)
2
2
2
1

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ア

ド

レ

ス
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.
o
r
.
j
p
/

s
a
i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t
ヨ

ま

た

は

区

・
職

員

課

人

事

係

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

・i ● 込Oj 癩t 為 嘛方齏

崋癩華・ ‥ 卑し鑷碑癩篳

秦・娜 湊|申 麦舞舞 箆薫礫囑 瞶・　|
申b 塾 み蠢( 幽栖龠ね鶯鳬

崋輯躅卿肥輯 鄒 鴪 鱇無料

夕
焼
け
放
送
の
変
更

夕
焼
け
放
送
は
、
9
月
か
ら
1
0月

ま
で
午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。
問

先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

図
書
館
臨
時
休
館
の

お
し
ら
せ

特
別
整
理
期
間
・
館
内
消
毒
な
ど

の
た
め
一
部
の
図
書
館
が
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
(
表
2
)
。
ま
た
、
8
月

は
館
内
整
理
日
が
3
0日
窗
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
図
書
館

豐
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

表2 区立図書館臨時休館一覧

9
月
1
日
～
9
月
3
0日

教
育
相
談
強
調
月
間

「
学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
」、「
言

葉
が
お
そ
い
」
な
ど
お
子
さ
ん
の
教

育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経
験
豊
か

な
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所一一一一

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室啻

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室啻

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

啻
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

「ズームアップ11 月号」
皆さんのお便りを募集

( 1)「読者のページ」への投稿
11月号のテーマは「おまっり」です。「町内会

で行われるおまつり」「幼いころ、手を引いて
連れて行ってもらったおまつり」など、おまつ
りにまつわる話を教えてください。また自由

意見でも結構です。300字程度まで。

( 2)まちの情報
「まちのとっておき」で区民編集員が紹介す
る、まちの話題、特徴ある施設やお店、頑張っ
ている人など。
( 3)季節の絵てがみ
11・12月ごろに合わせた作品を。なお、応募

いただいた作品は返却しません。
応募方法= 住所、氏名、年齢、電話番号を明記
し、郵送で( ( 1) ( 2)はファクス・メール可) 期 限=( 1) ( 3)

は9月27 日必着/ ( 2) は随時受け付け
応募・問先= 広報係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 17?3880- 5815　

@3880- 5610

E メール=k0i i T0u@ci t y. adachi . t oky0j p
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催
し
物
ガ
イ
ド
定員に先着順
とあるものは
8 月27 日

から受け付け

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
V
O
L
・
2

成
果
発
表
会

1
6年
秋
に
開
設
予
定
の
(
仮
称
)

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
区
民
参
加
型

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演
を
め
ざ
し
て
行

っ
て
き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
そ
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
※
今
後
の

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
参
考
に
ご

覧
く
だ
さ
い

日
時
=
9

月
1
8
日

南
、
午
後
7
時
(
午
後
6
時
3
0分
開

場
)

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
練
習
風

景
、
歌
と
ダ
ン
ス
の
披
露

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
セ

ン
タ
ー
開
設

啻
(
5
8
1
3
)
3
7
3
8

～
子
ど
も
を
守
ろ
う
～

青
少
年
の
た
め
の
護
身
術

講
習
会

不
審
者
や
暴
漢
か
ら
守
る
た
め
の

護
身
術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
9
月
1
4
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
=
青
少
年
活
動
の
指
導

者
お
よ
び
青
少
年
活
動
に
興
味
の
あ

る
方
(
1
6
歳
以
上
)

定
員
=
3
0人

(抽
選
)

費
用
=
1
0
0円(
傷
害
保

険
料
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
9
月
5
日
必
着

申
・
問
先
=

青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
1
-
4
-
1
7

啻
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

第
3
回
「
足
立
凧
ま
つ
り
」

日
時
=
9
月
7
日
出
、
午
前
9
時
～

正
午

※
雨
天
の
場
合
、
2
1囗

に

延
期

場
所
=
荒
川
河
川
敷
(
虹
の

広
場
)
※
当
日
は
凧
あ
げ
見
学
の
み

問
先
=
足
立
凧
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
(
生
涯
学
習
課
調
整
係
内
)
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
5

老
人
会
館

書
道
教
室
(
後
期
)

日
時
=
1
0
月
～
1
5
年
3
月
ま
で
の
第

二
・
第
四
火
曜
日
、
午
後
1
時
～
2

時
3
0分

対
象
=
6
0
歳
以
上
で
区
内

在
住
の
方

※
前
期
受
講
し
た
方
や

他
の
教
室
を
現
在
受
講
中
の
方
は
、

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
9

月
1
7日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
老

人
会
館

〒
四一
・
〇
8
1
2

西
保
木

間
4
-
9
-
l

g
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

第
3
回
「
あ
だ
ち
の
今

を
記
録
す
る
」

写
真
資
料
募
集

応
募
さ
れ
た
写
真
は
館
内
ホ
ー
ル

に
展
示
し
て
紹
介
し
ま
す
。

内
容
=

街
、
人
々
、
行
事
の
様
子
な
ど
日

常
の「
あ
だ
ち
の
今
」を
写
し
た
も
の

※
複
数
枚
数
、
近
年
撮
影
作
品
可
。

応
募
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

著

作
権
は
郷
土
博
物
館
に
帰
属
し
ま
す

規
格
=
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
(
L

版
)

紙
焼
き

応
募
方
法
=
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
日
、
場
所
、

被
写
体
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
2
0
0字

程
度
を
明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
郵

送

期
限
=
1
0月
末
日
消
印
有
効

展
示
=
‥
1
1
月
1
5
日
～
1
2
月
1
5
日

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
Q
)

郷
土
博
物
館
の
映
画
会

日
時
=
9
月
1
4日

、
午
前
1
1
1
1

時

内
容
=
「
ふ
る
さ
と
の
伝
承
、
イ
リ

コ
に
生
き
る
島
の
一
年
～
瀬
戸
内
海

伊
吹
島
～
」
…
漁
業
を
中
心
と
し
た

島
の
一
年
を
紹
介
す
る
(
4
5分
)

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

豐
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公

開
講
座
「
介
護
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
何
か
?
」

現
場
に
携
わ
る
介
護
支
援
専
門
員

が
見
た
介
護
保
険
制
度
の
活
用
と
具

体
的
な
介
護
の
話
で
す
。
皆
さ
ん
の

介
護
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
=
9
月
1
9
日
困
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

講
師
=
田
島
多
美
子
氏

(介
護
支
援
専
門
員
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

日
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
民
企
画
講
座

「
さ
あ
は
じ
め
よ
う
!

地
域
活
動

」

地
域
活
動
に
お
け
る
男
女
の
真
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

等
=
表
3

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

定
員
=
4
0人

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

※
保
育

あ
り
(
6
ヵ
月
以
上
の
就
学
前
児

童
・
定
員
1
5人
)
。
希
望
者
は
お
子

さ
ん
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
も
明
記

期
限
=
9
月
9
日
必
着

企
画
・
運

営
=
楽
学
の
会

場
・
申
・
問
先
=

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
養
成
講
座

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
住
区
セ
ン
タ
ー
・

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
で
子

育
て
中
の
人
た
ち
を
支
え
た
り
励
ま

し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、
子

育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
を
実
践

で
き
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
程
等
=
表
4

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
教
育
研
究
所
・

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
、
志
望
動
機
(
短

文
記
載
)
を
明
記

期
限
=
9
月
1
0

日
必
着

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課

家
庭
教
育

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
本

町
1
-
1
7
-
I

表4 子育てアドバイザー養成講座日程等

※ いずれも時間は、午後2時～4時。特別講座( 11/
9) のみ午前9時～午後4時(特別講座は必ず受講2

表3 区民企画講座日程等
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映像 広報 制作 だより

区内には子どもも大人も楽しめる施設があり
ます。中でも、プ ラネタリウムのある西新井の
ギャラクシティは、宇宙船に乗ったり、科学の
勉強ができる展示室などがあり、夢が膨らむス
ペースとなっています。
今回は、プラネタリウムの裏側探検やパソコ

ンでのオリジナルうちわづくりに挑戦した区民
レポーターが、魅力いっぱいのギャラクシティ
を皆さんに紹介します。様々な催し物が予定さ
れていますので、一度お出かけ になってみませ
んか。 《広報課》

「情報キ ャッチ! ! 好きで す。あだち」放送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

不
審
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
足
立
区
税
務
課
職
員
を
名

乗
り
、
電
話
で
家
族
構
成
や
職
業
を

た
ず
ね
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
区
で
は
、
電
話
で
の
問
い
合
わ

せ
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
問
先
=
課

税
課
庶
務
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
4
7

掲
示

板

□
放
送
大
学
1
5
年
4

月
入
学
大
学
院

修
士
全
科
生
募
集

期
間
=
9
月
1
日
～
1
4
日
内
容
=

総
合
文
化
・
政
策
経
営
・
教
育
開
発
・

臨
床
心
理
の
4
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
選

択
募
集
人
員
=
5
0
0
人
(
入
学
者
選

考
あ
り
)
問
先
=
放
送
大
学
東
京

足
立
学
習
セ
ン
タ
ー
(
学
び
ピ
ア
2
1

内
)
〒
1
2
0
・
0
0
3
4
千
住
5
-
1
3

1
5
`
一
J
(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
=
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
j
p
/
h
p

□
巡
回
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
=
9
月
1
日
～
1
1
月
1
0
日
の
毎

週
日
曜
日
(
1
1
月
3
日
を
除
く
)
、午

後
6
時
～
8
時
3
0
分
場
所
=
旧
千

寿
小
学
校
体
育
館

費
用
=
1

回
5
0
0

円

申
・
問
先
=

足
立
区
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟

村
田

`
J
(
3
8
9
2
)
9
7
4
4

□
非
正
規
型
労
働
セ
ミ
ナ
上
受
講
生

募
集

日
時
儿
……一月
2

日
南
・
4

日
廁

、
午

後
6

時
3
0
分
～
8

時
3
0
分

場
所
=

豊
島
区
勤
労
福
祉
会
館

内
容
=
2

日
…
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
/
4

日
…
N
P
o

の
可
能
性

講
師
=
2

日
・
:
天
野
正
子
氏
(

お
茶
の
水
大

学
教
授
)
/
4

日
…
山
岡
義
典
氏
(
日

本
N
P
o

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
)

定
員
=
1
0
0人

問
先
=
東
京
都
王
子

労
政
事
務
所

豐
(
3
9
0
0
)
0
1
1
7

□
行
方
不
明
の
人
を
探
す
相
談
所
開

設期
間
=
9
月
1
囗
～
3
0
日
(
警
察
博

物
館
は
2
日
・
9
日
・
1
7
日
・
2
4
日
・

3
0
日
は
休
館
旦
、
午
前
9
時
～
午
後

4
時
3
0分
(
警
察
博
物
館
は
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
3
0分
)

場
所
=
警

視
庁
本
部
庁
舎
鑑
識
課
/
警
察
博
物

館

問
先
=
警
視
庁
鑑
識
課

啻
(
3
5
9
2
)
2
4
4
0

□
少
年
相
談
所
開
設

期
間
=
9
月
1
3
日
～
1
5
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
場
所
=
東
急
百
貨

店
渋
谷
駅
東
横
店
西
館

内
容
=
子

ど
も
に
関
す
る
相
談

▽
電
話
に
よ
る
少
年
相
談
(
ヤ
ン
グ

テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
)
日
時
=
月

曜
～
金
曜
日
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
8
時
※
土
・
日
・
祝
日
は
午
前

8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

啻
(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

問
先
=
警
視
庁
少
年
育
成
課

啻
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

□
1

日
だ
け
の
広
重
展

日
時
=
9
月
6
囗
窗

午
前
‥‥一
時
～

午
後
5
時

内
容
=
歌
川
広
重
版
画
2
0

余
点
展
示

場
・
問
先
=
東
岳
寺

(伊
興
本
町
1
-
5
-
1
6
)

啻
(
3
8
9
9
)
3
7
9
0

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

★
足
立
フ
ナ
つ
り
大
会
1
0
月
6
日

目
、
午
前
6
時
、
北
千
住
駅
西
口
集

合
/
潮
来
方
面
/
雨
天
決
行
/
大
人
3

千
円
、
小
人
千
円
/
清
水

g
(
3
8
9
7
)
6
6
8
7
　
　
　
　

=
会
員
募
集
=

★
華
鼓
会
(
歌
謡
教
室
)

毎
月
第
2

・
4
木
曜
、
午
後
7
時
～
9
時
/

保
塚
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金

千
円
・
月
額
2
千
円
/
北
島

{一″
(
3
6
0
5
)
9
4
1
2

★
ア
イ
リ
ス
(
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
)

毎

週
火
曜
、
午
前
1
0時
/
花
畑
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
5
0
0
円
/
子
ど
も
連
れ
可
/

遠
藤

啻
(
3
8
8
4
)
2
0
8
9

★
大
正
琴
季
の
会

第
2
・
4
火
曜
、

午
後
1
時
/
東
和
住
区
セ
ン
タ
ー
ノ

月
額
3
千
3
0
0
円
/
松
山

g
0
9
0
(
9
3
7
1
)
7
3
0
0

★
レ
ガ
ー
ト
(
童
謡
ナ
ツ
メ
囗
歌
う

会
)

月
2
回
水
曜
、午
後
7
時
/
千

住
あ
づ
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金

千
円
、
月
額
2
千
円
/
関
根

豐
(
3
8
8
2
)
1
2
5
8
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災害の恐さ
忘れていませんか

日ごろからの備えと訓練が大切です。

大
正
1
2
年
9

月
1

日
、
午
前
‥
1
1
1
1

一
時
5
8

分

、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
.
9の
大
地

震
が
東
京
を
直
撃
。
こ
の
強
い
揺
れ

で
昼
食
の
準
備
で
忙
し
い
家
庭
や
料

理
店
の
台
所
か
ら
火
災
が
発
生

。
被

害
を
大
き
く
し
ま
し
た

。

こ
の
関
東
大
震
災
か
ら
既
に
7
9
年

が
経
ち
ま
し
た

。
大
地
震
の
発
生
周

期
は
、
7
0年
と
も
8
0年
と
も
い
わ
れ
、

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
で
い
つ
大
地
震

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
地
震
の
発
生
は
、
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
日
ご
ろ
の
準
備
と

訓
練
が
大
切
で
す
。

★
9
月
8
日
(日
)

足
立
区
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

東
京
地
区
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7

規
模
の
直
下
型
地
震
の
発
生
を
想
定

し
、
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練

は
、
地
元
の
町
会
・
自
治
会
を
は
じ

め
、
自
衛
隊
や
警
察
署
・
消
防
署
・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
な
ど
2
0団
体
近
く
が
参
加
す
る
大

規
模
な
訓
練
で
す
。

初
期
消
火
訓
練
、
応
急
手
当
訓

練
、
通
報
訓
練
、
地
震
・
煙
体
験
訓

練
な
ど
、
皆
さ
ん
が
自
由
に
参
加
、

体
験
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
、
ぜ
ひ
訓
練
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
日
時
=
9
月
8
日
糾
、
午

前
8
時
3
0
分
～
正
午
場
所
上
扇
二

丁
目
地
先
荒
川
河
川
敷
左
岸
(
江
北

橋
上
扇
大
橋
間
)

内
容
=
倒
壊
ビ

ル
か
ら
の
救
出
救
助
/
延
焼
火
災
防

止
/
応
急
給
水
/
応
急
仮
設
住
宅
設

置
/
応
急
物
質
輸
送
/
患
者
の
傷
病

程
度
選
別
訓
練
/
電
柱
の
倒
壊
・
通

信
ケ
ー
ブ
ル
切
断
に
よ
る
復
旧
お
よ

び
応
急
送
電
/
都
市
ガ
ス
施
設
復
旧
/

水
防
工
法
/
が
れ
き
・
ご
み
処
理
/

応
急
救
護
所
開
設
/
避
難
所
開
設

な
ど

▲ 総合防災訓練の様子

足
立
区
災
害
対
策
条
例

今

年
1

月
1

日

に

施

行

さ

れ

た

こ

の

条

例

で

は

、

区

長

・

区

民

・

事

業

者

の

そ

れ

ぞ

れ

の

責

務

と

役

割

を

明

確

化

し

、

予

防

・

応

急

・

復

興

に

関

す

る

施

策

の

基

本

的

な

事

項

を

定

め

て

い

ま

す

。

区

で

は

、

災

害

対

策

に

関

す

る

様

々

な

事

業

を

推

進

し

て

い

ま

す

。

区

民

の

皆

さ

ん

も

自

己

の

安

全

確

保

に

努

め

ま

し

ょ

う

。

条

例

で

は

区

民

の

責

務
(

家

具

の

転

倒

防

止
/

初

期

消

火

に

必

要

な

用

具

の

準

備
/

飲

料

水

・

食

料

の

確

保

な

ど
)

を

規

定

し

て

い

ま

す

。

※

条

例

の

本

文

は

区

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

ご

覧

く

だ

さ

い

ア

ド

レ

ス
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

こちらは
足立区 役所です。
今日は防災の日です。
身のまわりの安全に
ついて確かめましょう。

9 月1 日(日) 午前11時

防災啓発放送を 流します

お
問
い
合
わ
せ
は

災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

敬
老
祝
い
品
を

贈
呈
し
ま
す

対
象
=
9
月
1
5
日
現
在
、
区
内
在
住

で
米
寿
(
8
8
歳
)
を
迎
え
ら
れ
る
方
　

(
大
正
3
年
4
月
2
日
～
大
正
4

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
)

※
申

請
不
要

祝
い
品
=
足
立
区
商
店

街
振
興
組
合
連
合
会
発
行
の
共
通

商
品
券
(
5
0
0
円
券
2
0枚
)
贈
呈
方

法
=
民
生
委
員
の
訪
問
な
ど
に
よ

る
贈
呈

問
先
=
高
齢
調
整
係

豐
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

あ
だち
配
食

サ
ー
ビ
ス
を

ご
利用
く
だ

さ
い

区
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
在
宅
生

活
の
支
援
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
に
よ
る
栄
養
面
か
ら
の
食
生
活
向

上
を
め
ざ
し
、
健
康
の
維
持
増
進
を

図
る
た
め
「
あ
だ
ち
配
食
サ
ー
ビ

ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
福
祉
に
理
解

と
熱
意
を
持
っ
た
事
業
者
が
「
あ
だ

ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
協
力
店
」
と
し

て
、
各
店
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
真

心
の
こ
も
っ
た
食
事
を
自
宅
ま
で
届

け
る
も
の
で
す
。
食
事
は
高
齢
者
向

け
に
調
理
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

以
外
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

問

先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

晋
(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

ま
た
は
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

足
立
区
都
市
・
復
興

模
擬
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す

大
震
災
が
起
き
た
あ
と
に
は
、
区

と
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
1

日
も
早
い
「
ま
ち
」
の
復
興
が
必

要
で
す
。

区
で
は
昨
年
、
ま
ち
の
復
興
の
指

針
と
手
順
を
示
し
た
「
足
立
区
都
市

復
興
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
そ
っ
て
、

区
の
役
割
と
手
順
を
確
認
す
る
た

め
、
毎
年
、
都
市
復
興
模
擬
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
模
擬
訓
練
の
一
環

と
し
て
「
被
害
状
況
調
査
」
を
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
大
震
災
が
起

こ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
、
区
の
職
員

が
被
害
調
査
の
手
順
を
確
か
め
る
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
問
先
=
都
市
計
画
課

調
整
係一一

J
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

学び の 情 報を キャ ッ チ! 午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル 　5813- 3736
ht t p: : / /manabi . adachi . ne. j p/ i r i f o/

あなたの探す講座やイベントを、区内情報を中心に、いつ、
どこで開催されるかをご案内します

風
鈴
に

涼
を

求
め
て

連
日
、
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、
西

新
井
大
師
で
、
風
鈴
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

有
田
焼
(
佐
賀
)
や
備
長
炭
(
和
歌
山
)
、
琉

球
硝
子
(
沖
縄
)
、
南
部
鉄
(
岩
手
)
で
で
き
た

風
鈴
な
ど
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
約
2
0
0種類

の
風
鈴
が
展
示
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

風
が
吹
く
た
び
に
鳴
り
響
く
風
鈴
に
、
訪

れ
た
人
か
ら
「
(
風
鈴
の
音
色
で
、
気
温
が
)
2
～

3
度
下
が
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
「
(
こ

れ
ほ
ど
の
風
鈴
が
鳴
る
と
)
ひ
と
つ
の
音
楽

を
聴
い
て
い
る
み
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

ク
上
フ
ー
な
ど
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
、

耳
か
ら
入
る
風
鈴
の
音
に
涼
し
さ
を
求
め
て

い
ま
し
た
。
時
に
は
窓
を
少
し
開
け
、
自
然

の
風
と
共
に
風
鈴
の
運
ぶ
涼
し
い
音
色
を
取

り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▲ 「いい音だねえ」

夢 に 向 か っ て 努 力!

8
月
5
日
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
「
第
4

回
足
立
区
サ
ッ
カ
ー
塾
ワ
ン
デ
イ
サ
マ
ー
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
モ
ス
瑠
偉
さ
ん
の
ほ
か
に
サ
ッ
カ
ー
の
本

場
ブ
ラ
ジ
ル
大
コ
ー
チ
が
2
人
。
今
年
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
余
韻
も
あ
り
、
参
加
者
は
小
・

中
学
生
合
わ
せ
て
8
3人
と
大
盛
況
。
会
場
は
約
4
0
0

人
の
見
学
者
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

受
講
生
は
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
ト

ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
シ
ュ
ー
ト
、
パ
ス
、
ド
リ
ブ
ル

を
2
0分
間
隔
で
練
習
。
ラ
モ
ス
さ
ん
は
パ
ス
を

担
当
し
、子
ど
も
た
ち
の
間
を
ま
わ
り
な
が
ら
、

励
ま
し
の
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

▲ みんな真剣!

がんばれ!
わんぱく力士

8
月
5
日
～
一
1
1
一
日
、
玉
ノ
井
部
屋
で
日
本
相

撲
協
会
主
催
の
わ
ん
ぱ
く
相
撲
実
技
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
小
学
2
年
生
か
ら

中
学
3
年
生
の
6
人
。
み
ん
な
「
自
分
か
ら
や

っ
て
み
た
い
」
と
相
撲
を
始
め
た
子
ば
か
り
。

普
段
は
、
毎
週
日
曜
日
に
千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
土
俵
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
最
年
少
の
山

崎
君
は
、小
学
2
年
生
な
が
ら
立
派
な
体
格
で
、

大
き
な
声
を
出
し
、
う
れ
し
そ
う
に
練
習
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
ケ
ガ
で
見
学
の

中
学
2
年
生
の
千
葉
君
は
、「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

体
が
大
き
く
、
相
撲
が
大
好
き
。
将
来
は
玉
ノ

井
部
屋
に
入
り
た
い
」
と
し
っ
か
り
と
夢
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ これからの活躍が期待されます

古紙配合率75%再生紙を使用しています R. H285, 000


